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O P E N  S E M I N A R

自動採水装置を用いた渓流水の採取
（雨が降ると 1 時間ごとに渓流水を採取する）

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
福
島
原
発
）
の
事

故
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、

広
範
囲
の
森
林
に
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。
森
林
は

流
域
に
暮
ら
す
人
々
を
支
え
る
水
源
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
こ
を
流
れ
る
渓
流
水
に
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
２
０
１
２

年
か
ら
福
島
県
の
森
林
で
、
渓
流
水
に
含
ま
れ

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
、
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
）
の
濃
度
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
渓
流
水
に
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

福
島
原
発
の
事
故
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
降

り
注
い
だ
地
域
の
土
壌
の
多
く
は
、
セ
シ
ウ
ム

を
強
く
吸
着
す
る
粘
土
鉱
物
を
含
む
た
め
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
は
土
壌
（
粒
子
）
に
し
っ
か
り
と

保
持
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
雨
が
降
っ
て
い
な

い
と
き
に
緩
や
か
に
流
れ
る
渓
流
水
に
は
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
雨
が
森
林
内
に
降
っ
て
も
、
土
壌
を

通
過
す
る
水
に
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
ご
く
わ

ず
か
し
か
溶
け
出
し
ま
せ
ん
。

　

と
は
い
え
、
強
い
雨
が
降
る
と
流
量
が
増
え

て
土
壌
粒
子
が
流
れ
出
し
、
渓
流
水
は
濁
り
ま

す
。
土
壌
粒
子
に
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
保
持

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
と
き
に
は
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
も
土
壌
粒
子
と
一
緒
に
流
れ
出
ま
す
。

　

そ
の
場
合
で
も
、
流
れ
出
る
土
壌
粒
子
は
全

体
の
ご
く
一
部
で
あ
り
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

流
出
量
も
流
域
の
土
壌
に
貯
ま
っ
て
い
る
量
の

0.5
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
、
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
２
０
１
８
年
１
月
19
日
開
催
講
座
よ
り
）

18

　森の沢の水に
　放射性セシウムは含まれているのか？

森 林 講 座 の お 知 ら せ

2 月 15 日（金曜日）

「樹木もストレスを受ける！？」
 横田　智 ( 樹木分子遺伝研究領域 )

3 月 16 日（土曜日）

「災害調査に使われる最新技術」
村上　亘 ( 森林防災研究領域 )

●

会場◉多摩森林科学園 森の科学館

時間◉ 13 時 15 分 ~15 時

受講料◉無料 ( ただし、入園料として

大人 300 円、子供 50 円必要となりま

す。) お申込の受付は各講座開催日の

前月の 1 日から。受付は先着順で、講

座開催日の 1 週間前が締切となります。

ご希望の講座名・郵便番号・住所・氏名・

電話番号・参加希望者数をご記入の上、

往復はがき、または電子メール でお申

し込みください。なお、それぞれのお

申込 1 通に対し、1 講座 3 名までの受

付とさせていただきます。

●

多摩森林科学園　森の科学館では企画

展示を行っています。

企画展示（森の科学館）

「干支イノシシ」
期間◉ 12 月〜 2 月

平成 31 年の干支の動物、イノシシの

からだの特徴、生態、被害対策などに

ついて紹介します。

◆お問い合わせ

〒 193-0843 東京都八王子市廿里町 1833-81

多摩森林科学園
電話番号：042-661-1121

Email：shinrinkouza@ffpri.affrc.go.jp

◀電子メール送付先

　二次元バーコード

小林 政広　Kobayashi Masahiro　
立地環境研究領域


